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ハ
ン
デ
ィ
キ
ャ
ブ
号
入
れ
替
え
式
開
催
報
告 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 

会
長 

加
藤 

修 

１０
月
１３
日
（
日
）
の
１３
時
よ
り
け
や
き
会
館
横

富
士
見
駐
車
場
に
て
、
ハ
ン
デ
ィ
キ
ャ
ブ
号
の
入

れ
替
え
式
を
開
催
し
ま
し
た
。 

当
日
は
快
晴
の
中
、
ま
ず
始
め
に
加
藤
ハ
ン
デ

ィ
キ
ャ
ブ
委
員
会
委
員
長
と
小
野
事
務
局
委
員
会

委
員
長
よ
り
ハ
ン
デ
ィ
キ
ャ
ブ
１１
号
車
へ
の
お

別
れ
の
挨
拶
を
行
い
、
そ
の
後
事
務
局
委
員
会
メ

ン
バ
ー
に
て
作
成
し
た
お
花
と
「
あ
り
が
と
う
」
の

パ
ネ
ル
を
１１
号
車
に
設
置
し
記
念
撮
影
を
し
ま

し
た
。 

デ
ィ
ー
ラ
ー
へ
車
両
の
入
れ
替
え
を
行
っ
て
い 

る
間
、
け
や
き
会
館
に
て
新
車
両
の
操
作
方
法
を
資 

料
に
て
説
明
を
受
け
、
新
車
両
で
あ
る
１３
号
車
到
着
後 

運
転
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
が
車
い
す
乗
降
操
作
の
実
習
を
行
い
ま
し
た
。
事
前
に
資

料
で
説
明
を
受
け
て
い
る
と
は
い
え
、
実
際
に
操
作
す
る
と
思
い
通
り
に
動
か

な
い
こ
と
も
あ
り
ま
し
た
が
、
何
回
か
試
す
う
ち
に
操
作
に
慣
れ
て
き
ま
し
た
。 

最
後
に
１３
号
車
と
の
記
念
撮
影
を
実
施
し
解
散
と
な
り
ま
し
た
。 

今
回
の
車
両
購
入
は
、
先
日
他
界
さ
れ
た
事
務
局
委
員
会
メ
ン
バ
ー
の
ご
遺 

志
に
よ
る
寄
付
に
よ
り
購

入
さ
せ
て
頂
き
ま
し
た
。

改
め
て
ご
遺
志
に
厚
く
御

礼
申
し
上
げ
ま
す
。 

運
転
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の

皆
様
に
は
、「
安
全
運
転
」

第
一
で
運
行
い
た
だ
き
ま

す
よ
う
お
願
い
い
た
し
ま

す
。 

新車両１３号車
と一緒に初ショ
ット！ 

１１号車、今までありがとう！

ぼら通先月号にチラシを同封させていただきましたが、１１月の講座は、高齢化に伴い

誰もが出会うであろう認知症とともに歩むための大切なことや、認知症にかかっても地域で暮ら

し続けていくためのヒントを得られる講座です。

（申し込み用QR コード） 

当協会の傾聴ボランティア、HC 運転ボランティアの方々には、特に活動の参考になる講座です！ 

住みやすい街づくりのためのボランティア養成講座 
             ～認知症にかかっても地域で暮らし続けていくために～ 

日 時：２０２４年１１月１９日（火）・３０日（土） 午後２時～４時（全２回） 

内 容：◆１１月１９日（火）午後２時  会場：あじさい会館６階 第１・２展示室 

     ・講師：高島
たかしま

浩子
ひ ろ こ

氏（回想法プランニング代表）  ・主な内容：回想法を学ぶ  
◆１１月３０日（土）午後２時  会場：あじさい会館６階 第１・２展示室 

     ・講師：横山地域包括支援センターの皆様 

     ・主な内容：地域包括支援センターの役割と認知症予防・認知症の方への接し方を学ぶ 

＊資料代：全２回で1,000 円      

＊申込み：FAX、メール、はがきなどで郵便番号、住所、氏名、電話番号 

（できれば携帯番号も）、FAX 番号を記入して申し込んでください。 

協会の住所等は、このページの上段に掲載しています。 
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元
気
と
笑
顔
を
届
け
る
パ
フ
ォ
ー
マ
ン
ス
を
し
ま
す
。

（
２
）
松
が
丘
園
（
よ
さ
こ
い
・
ソ
ー
ラ
ン
） 

 

メ
ン
バ
ー
は
松
が
丘
園
の
自
立
訓
練
事
業
に
通

う
利
用
者
で
す
。
メ
ン
バ
ー
は
自
立
生
活
を
送
っ
た

り
、
就
職
す
る
た
め
に
必
要
な
訓
練
や
プ
ロ
グ
ラ
ム

を
行
っ
て
い
ま
す
。（
写
真
②
） 

 
 

 
 

 
 

 

（
３
）
日
本
手
話
ダ
ン
ス
ク
ラ
ブ
所
属
「
花
言
葉
」

聞
こ
え
な
く
て
も
活
動
で
き
る
こ
と
を
と
考
え
、
手

話
サ
ー
ク
ル
を
創
り
今
年
で
２５
年
に
な
り
、
聞
こ

え
る
方
達
と
一
緒
に
楽
し
ん
で
い
ま
す
。（
写
真
③
）

（
４
）
Ｓ
Ｎ
Ｄ
Ｆ
（
ヒ
ッ
プ
ホ
ッ
プ
ダ
ン
ス
） 

ヒ
ッ
プ
ホ
ッ
プ
ダ
ン
ス
、
ジ
ャ
ズ
ダ
ン
ス
、
ブ
レ
イ
ク

ダ
ン
ス
な
ど
幅
広
く
楽
し
ん
で
い
ま
す
。（
写
真
④
） 

（
５
）
コ
ー
ル
ジ
ェ
ネ
シ
ス
（
コ
ー
ラ
ス
） 

コ
ー
ル
ジ
ェ
ネ
シ
ス
は
相
模
原
市
視
覚
障
害
者

協
会
に
属
す
る
コ
ー
ラ
ス
グ
ル
ー
プ
で
す
。
会
員
は

視
覚
障
が
い
者
８
名
、
賛
助
会
員
７
名
で
す
。
練
習

は
け
や
き
会
館
で
月
２
回
、
佐
藤
先
生
の
指
導
で
楽

し
く
お
こ
な
っ
て
い
ま
す
。
視
覚
障
が
い
者
は
楽
譜

を
読
む
こ
と
が
で
き
な
い
が
レ
コ
ー
ダ
ー
を
各
自

持
参
し
録
音
し
て
、
自
宅
で
繰
り
返
し
練
習
し
曲
も

歌
詞
も
記
憶
し
て
い
る
そ
う
で
す
。（
写
真
⑤
） 

⁂
ど
の
グ
ル
ー
プ
も
素
晴
ら
し
い
演
技
で
観
客
も

だ
ん
だ
ん
増
え
て
き
て
大
盛
況
で
し
た
。（
髙
橋
） 

あ
じ
さ
い
会
館
ホ
ー
ル
編 

１０
月
１２
日
（
土
）
は
久
し
ぶ
り
の
好
天
に
恵
ま

れ
一
日
フ
ェ
ス
タ
を
楽
し
む
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

あ
じ
さ
い
会
館
ホ
ー
ル
で
は
、
午
前
１０
時
か
ら

開
会
セ
レ
モ
ニ
ー
が
開
か
れ
た
。
先
ず
鈴
木
実
行
委

員
長
が
「
本
日
は
健
康
フ
ェ
ス
タ
と
の
合
同
で
実
施

し
ま
す
が
、
ご
来
場
の
皆
様
、
あ
じ
さ
い
会
館
を
始

め
各
会
場
を
回
ら
れ
楽
し
ん
で
い
た
だ
き
た
い
と

思
い
ま
す
。」
と
挨
拶
が
あ
っ
た
。 

来
賓
の
米
山

よ
ね
や
ま

相
模
原
市
健
康
福 

祉
局
地
域
包
括
ケ
ア
推
進
部
長
、 

古
内

ふ
る
う
ち

市
議
会
議
長
、
小
林

こ
ば
や
し

相
模
原 

市
社
会
福
祉
協
議
会
常
務
理
事
の 

ご
挨
拶
、
続
い
て
他
の
来
賓
の
方 

々
と
ス
タ
ッ
フ
の
紹
介
が
あ
り
、 

途
中
、
相
模
原
市
と
食
育
推
進
マ 

ス
コ
ッ
ト
キ
ャ
ラ
ク
タ
ー
「
さ
が
み
ん
」
と
「
さ
が
ぴ

ー
」
が
登
場
し
、
最
後
に
加
藤
副
実
行
委
員
長
（
ボ
ラ

協
会
長
）
の
締
め
に
よ
り
セ
レ
モ
ニ
ー
は
終
了
し
た
。

 

引
き
つ
づ
き
、
ホ
ー
ル
の
部
の
演
技
に
入
っ
た
。

（
１
）
ス
ピ
ッ
ツ
ェ
ン
パ
フ
ォ
ー
マ
ン
ス
（
写
真
①
）

 

こ
の
グ
ル
ー
プ
は
、
チ
ャ
レ
ン
ジ
ド
チ
ア
と
い
う

障
が
い
の
有
無
や
種
類
、
重
症
度
を
問
わ
ず
誰
で
も

参
加
で
き
る
チ 

ア
リ
ー
デ
イ
ン 

グ
チ
ー
ム
で
す
。 

年
齢
も
性
別
も 

性
格
も
違
う
メ 

ン
バ
ー
で
す
が
、 

見
て
い
る
人
に 

 

あ
じ
さ
い
会
館
内
編 

１
階
ロ
ビ
ー
で
は
今
年
も
中
央
支
援
学
校
の
生
徒
さ

ん
の
優
し
い
色
合
い
の
絵
画
作
品
、
拡
大
写
本
赤
十
字

奉
仕
団
の
活
動
紹
介
が
パ
ネ
ル
展
示
さ
れ
て
お
り
、
ス

タ
ン
プ
ラ
リ
ー
の
受
付
で
は
若
者
サ
ポ
ー
ト
ス
テ
ー
シ

ョ
ン
の
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
が
、
次
々
と
訪
れ
る
来
館
者
に

熱
心
に
応
対
。 

６
階
、
視
覚
障
害
者
協
会
の
無
料
マ
ッ
サ
ー
ジ
は
順

番
待
ち
。
休
憩
中
の
協
会
ス
タ
ッ
フ
の
姿
も
。
点
字
の
体

験
コ
ー
ナ
ー
で
は
、
わ
か
り
や
す
く
丁
寧
な
指
導
で
素

敵
な
カ
ー
ド
に
自
分
の
名
刺
を
作
る
こ
と
が
で
き
た
。 

そ
の
隣
で
は
「
マ
ッ
ト
ス
」
と
い
う
ゲ
ー
ム
の
ブ
ー

ス
。
障
が
い
者
や
高
齢
者
だ
け
で
な
く
誰
も
が
楽
し
め

る
ル
ー
ル
で
な
か
な
か
頭
も
使
う
。
今
後
広
が
っ
て
い

き
そ
う
な
ゲ
ー
ム
だ
。 

 

パ
ラ
ス
ポ
ー
ツ
体
験
の
ブ
ー
ス
で
は
、「
チ
ェ
ア
ス
キ

ー
」
狭
い
椅
子
に
座
り
両
手
に
は
が
っ
ち
り
と
し
た
支

え
の
ス
ト
ッ
ク
。
筆
者
も
挑
戦
し
た
が
、
バ
ラ
ン
ス
も
操

作
も
難
し
く
、
ス
ク
リ
ー
ン
の
コ
ー
ス
の
中
で
は
旗
門

や
雪
の
壁
に
こ
と
ご
と
く
激
突
。
パ
ラ
リ
ン
ピ
ッ
ク
の

選
手
の
技
術
の
凄
さ
に
思
い
至
っ
た
。
神
奈
川
リ
ハ
ビ

リ
テ
ー
シ
ョ
ン
病
院
で
は
、
こ
う
し
た
ス
ポ
ー
ツ
を
リ

ハ
ビ
リ
に
応
用
し
て
い
る
そ
う
だ
。（
杉
崎
） 

 
 

   健康フェスタと同時開催  お天気にも恵まれ盛大に！ 

  あじさい会館ホール／館内・ウェルネスさがみはら前広場にて 

中央支援 
学校生の 
作品 
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ウ
ェ
ル
ネ
ス
さ
が
み
は
ら
前
広
場
編 

ま
る
で
ポ
ス
タ
ー
の
よ
う
に
澄
み
渡
っ
た
青
空
の
下
、中

央
に
ス
テ
ー
ジ
を
配
置
し
た
ウ
ェ
ル
ネ
ス
さ
が
み
は
ら
前

広
場
で
は
、
周
り
に
１９
張
り
の
テ
ン
ト
が
ず
ら
り
と
並
び
、

鈴
木
実
行
委
員
長
の
挨
拶
で
広
場
イ
ベ
ン 

ト
が
ス
タ
ー
ト
し
た
。 

参
加
団
体
パ
ネ
ル
展
示
や
相
談
コ
ー
ナ 

ー
、
美
味
し
そ
う
な
匂
い
が
漂
う
焼
き
そ 

ば
や
混
ぜ
麺
、
焼
き
た
て
パ
ン
販
売
な
ど 

の
模
擬
店
。
ま
た
、「
釣
れ
た
！
」「
や
っ 

た
、
入
っ
た
！
」
と
い
う
声
と
と
も
に
楽
し
そ
う
な
笑
い
声

が
響
き
渡
る
テ
ン
ト
の
下
で
は
、
魚
釣
り
や
け
ん
玉
に
チ
ャ

レ
ン
ジ
す
る
笑
顔
の
子
ど
も
達
で
賑
わ
っ
て
い
た
。 

ス
テ
ー
ジ
で
は
、バ
ン
ド
演
奏
や
車
椅
子
ダ
ン
ス
な
ど
の

パ
フ
ォ
ー
マ
ン
ス
に
大
き
な
拍
手
が
上
が
り
、ま
た
最
後
の

ス
テ
ー
ジ
で
は
、
障
が
い
の
あ
る
人
も
な
い
人
も
、
出
演
者

と
来
場
者
が
一
緒
に
よ
さ
こ
い
を
踊
り
、 

ほ
か
ふ
れ
フ
ェ
ス
タ
を
盛
り
上
げ
て
く 

れ
て
い
た
。 

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
協
会
も
玉
こ
ん
に
ゃ 

く
と
ウ
イ
ン
ナ
ー
販
売
、
子
ど
も
向
け 

に
ガ
チ
ャ
ガ
チ
ャ
な 

ど
で
ブ
ー
ス
に
参
加 

し
、
来
場
者
と
の
会 

話
を
楽
し
ん
で
い
て
、 

「
美
味
し
い
！
」
と 

言
っ
て
く
だ
さ
る
お 

客
さ
ん
の
言
葉
に
ス 

タ
ッ
フ
は
本
当
に
う 

れ
し
そ
う
だ
っ
た
。 

（
恒
藤
） 

  

第
１２
回
「
ラ
ウ
ン
ジ
ふ
く
し
ま
つ
り
」 

開
催
報
告 

 

松
原

ま
つ
ば
ら 

俊
し
ゅ
ん 

令
和
６
年
９
月
２８
日
（
土
）
１０
時
か
ら

１５
時
に
、
相
模
大
野
の
商
業
施
設
連
絡
通

路
に
あ
る
南
区
地
域
福
祉
交
流
ラ
ウ
ン
ジ

の
活
動
室
内
と
ラ
ウ
ン
ジ
前
の
通
路
で
、

「
第
１２
回
ラ
ウ
ン
ジ
ふ
く
し
ま
つ
り
」
が

開
催
さ
れ
ま
し
た
。
今
回
は
「
大
野
南
ふ
る

さ
と
ま
つ
り
」
と
同
日
開
催
に
な
り
ま
し

た
。 会

場
で
は
、
ラ
ウ
ン
ジ
マ
ル
シ
ェ
、
リ
ー

ク
シ
ョ
ッ
プ
、
福
祉
体
験
、
他
に
も
外
国
の

方
の
日
本
語
ス
ピ
ー
チ
、
脳
ト
レ
ゲ
ー
ム
、

認
知
症
判
定
、
ス
タ
ン
プ
ラ
リ
ー
、
福
祉
機

器
の
展
示
な
ど
も
り
だ
く
さ
ん
で
、
ボ
ラ
ン

テ
ィ
ア
協
会
は
「
車
い
す
体
験
・
パ
ネ
ル
の

展
示
・
動
画
放
映
」
を
担
当
し
、
ハ
ン
デ
ィ

キ
ャ
ブ
の
小
川

お

が

わ

進
す
す
む

さ
ん
と
傾
聴
仲
間
の

水
戸

み

と

守 も
り

敏
男

と

し

お

さ
ん
に
協
力
を
お
願
い
し
活

動
し
ま
し
た
。
今
回
は
、
前
回
の
寒
さ
、
強

風
と
は
大
違
い
で
、
天
候
に
恵
ま
れ
、
風
も

な
く
大
変
穏
や
か
で
、
大
勢
の
方
が
見
え
ま

し
た
。 

車
い
す
体
験
は
、
ホ
ワ
イ
ト
ボ
ー
ド
に
提

示
し
た
利
用
者
の
心
構
え
、
車
い
す
の
構
造

説
明
、
操
作
方
法
、
安
全
確
認
方
法
を
見
て

か
ら
体
験
し
て
も
ら
う
予
定
で
し
た
が
、
開

催
直
後
か
ら
体
験
希
望
者
が
殺
到
し
、
そ
れ

ど
こ
ろ
で
は
な
く
な
り
ま
し
た
。 

 

感想コーナー 

会館ロビーに、ほかふれ感想コーナーを設置したが、いただい

た感想は３件だった。 

でも、書いてくださった方々ありがとうございます。 

★あじさい会館の福祉体験がめちゃおもしろかった！ 

知らないことを知れて楽しかった。 

★今年も知らないことを知れて楽しかった！ 感謝 です。 

★本日は晴天なり、毎年ご苦労様です。アリガトウゴザイマス 

 

   ありがとうございました！ 

当日は高校生を始め、たくさんのボランティ

アさんにお手伝いいただきました。 

写真班は、さがみはら若者サポートステーシ

ョンの皆さんで、一日中、会場を回ってシャ

ッターを押していらっしゃいました。 

皆さん、本当にありがとうございました。 

ほかほかふれあいフェスタ実行委員より 

今
回
の
体
験
者
は
、
何
と
、
１
０
０
組
越

え
約
２
５
０
名
以
上
で
、
１
組
が
終
わ
り
戻

る
と
順
番
待
ち
の
状
態
で
、
我
々
は
休
む
間

も
な
く
汗
だ
く
の
対
応
と
な
り
、
途
中
か
ら 

は
「
さ
さ
の
会
」
の
方
が
協
力
し
て
く
れ
ま

し
た
。
ち
な
み
に
前
回
は
、
２０
組
弱
で
ご
高

齢
の
方
が
多
か
っ
た
で
す
。
今
回
の
体
験
者

は
若
い
世
代
の
家
族
連
れ
が
多
く
、
親
子
で

交
代
し
体
験
し
て
く
れ
、
子
供
た
ち
は
遊
具

と
と
ら
え
て
自
走
を
希
望
す
る
子
が
多
く
楽

し
い
と
言
っ
て
く
れ
ま
し
た
。親
御
さ
ん
は
、

体
力
が
な
い
と
ス
ロ
ー
プ
の
登
り
、
下
り
が

大
変
で
あ
る
こ
と
を
実
感
し
た
よ
う
で
す
。 

車
い
す
を
介
添
え
、
補
助
す
る
場
合
は
、

信
頼
関
係
が
大
事
で
す
。利
用
者
に
対
し
て
、

気
遣
い
、
声
掛
け
を
し
、「
進
み
ま
す
」「
上

り
ま
す
」「
下
り
ま
す
」「
曲
が
り
ま
す
」
な

ど
、
よ
ろ
し
く
お
願
い
し
ま
す
。
次
回
も
皆

様
の
参
加
・
協
力
を
お
待
ち
し
て
い
ま
す
。 

  

左から松原さん、水戸守さん、小川さん 



                              

 
10
月
19
日
（
土
）
理
事
会
（
理
事
６
名
出
席
） 

 

◆
報
告
・
審
議
事
項 

・
ハ
ン
デ
ィ
キ
ャ
ブ
13
号
車
が
10
月
13
日
に
納
車
さ
れ

た
。 

 

ハ
ン
デ
ィ
キ
ャ
ブ
用
カ
バ
ン
の
受
け
渡
し
は
あ
じ
さ
い

会
館
で
で
き
る
方
向
と
な
っ
た
。
詳
細
を
詰
め
る
。 

・
ハ
ン
デ
ィ
キ
ャ
ブ
運
行
に
関
わ
る
緊
急
時
連
絡
カ
ー
ド
に

つ
い
て
検
討
し
て
い
る
。 

・
11
月
の
協
会
主
催
講
座
の
募
集
が
始
ま
っ
た
。
実
施
体
制

の
詳
細
を
検
討
し
た
。 

・
ほ
か
ほ
か
ふ
れ
あ
い
フ
ェ
ス
タ
で
久
し
ぶ
り
に
模
擬
店
に

参
加
し
た
。 

・
来
年
度
の
理
事
選
出
に
向
け
て
、
役
員
選
出
管
理
委
員
会

の
メ
ン
バ
ー
が
決
ま
り
、
活
動
が
始
ま
る
。 

   
 

       

 

次
回
理
事
会
11
月
9
日
（
土
）
11
時
よ
り 

ぼらんてぃあ通信 2024. 10. 22 
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さがみはら若者サポートステーション 
１５周年記念フォーラム 

   さがみはらのミライをつくりたい 
—若者と地域がともに支え合うまちづくりを目指してー 

２０２４年１１月２０日（水）１４：００～１６：００ 

定 員：８０名   参加費：無料 

橋本商店街協同組合の方を中心にお招きして、商店街や

企業の中で若者を受け入れる意義や役割、想いを聴くと

ともに、さがみはらサポステの利用を経て、地域の中で活

動する若者にも地域とともに生きていくこと等について

語りあうフォーラムです。 

＊さがみはら若者サポートステーションにつ 

いては、サポステのＨＰをごらんください。 

  ＵＲＬ：https://parasute.jp/ 

      相模原ボランティア協会 １１月の予定 

日 時 間 内   容 

 ９(土) 
10:00～ 協会の在り方検討会議 

11:00～ 定例理事会 

１３(水) 
10:00～  映像企画実行委員会 

13:00～ 広報委員会・ぼら通部会 

１６(土) 13:00～ ハンディキャブ・事務局合同委員会 

１９(火) 14:00～ 養成講座① 

２６(火) 
10:30～ ぼら通１１月号印刷 

13:30～ ぼら通１１月号発行 

３０(土) 
14:00～ 養成講座② 

12:00～ 障害者週間キャンペーン 

１１月の記念日は？         

小倉義男 

11 月５日は、ごまの日です｡ 

全国胡麻加工組合が制定。油分、 

たんぱく質、ビタミン、ミネラル、 

食物繊維などが豊富で、栄養価が 

高く、健康に良いごまをより多く 

摂取してもらうのが目的。日付は 

11 と５で「いい（11）ご（５）ま」 

と読む語呂合わせと、ごま和えなどごまとの相性の良

いほうれんそうの旬の始まりの時期であることから。

【出典:(一社)日本記念日協会より参照】 

※ただし、摂り過ぎは控えましょう。 

 

理
事
会
報
告 

小倉画 

障害者週間キャンペーン開催 
１１月３０日（土）１２：００～１５：００

相模大野駅北口サンデッキでイベントを開

催します！ 障害者週間についての展示や

資料を配布してキャンペーン活動をします。

ステージでのパフォーマンスや木工品など

の販売もありますのでお楽しみに♪ 

情報 

ホームページのＱＲ 

 お知らせ 

会
員
の
皆
様
、
い
る
か
バ
ン
ク
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

の
皆
様
、
そ
の
他
多
く
の
市
民
の
皆
様
の
ご
協

力
で
ほ
か
ほ
か
ふ
れ
あ
い
フ
ェ
ス
タ
２
０
２
４

を
実
施
す
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。
理
事
会
と

し
て
感
謝
申
し
上
げ
ま
す
。 
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ふ
ち
の
べ
学
習
教
室 

さ
が
み
は
ら
国
際
交
流
ラ
ウ
ン
ジ

～
外
国
に
つ
な
が
る
子
ど
も
達
へ
学
習
支
援
を
～

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
グ
ル
ー
プ
訪
問
記 

№ 515  

昼
間
の
蒸
し
暑
さ
が
残
る
１０
月
７
日
の
夕
刻
、
淵
野
辺
駅
南
口

に
ほ
ど
近
い
「
さ
が
み
は
ら
国
際
交
流
ラ
ウ
ン
ジ
」
を
訪
問
し
ま
し

た
。
明
る
い
灯
り
が
通
り
ま
で
届
い
て
い
ま
す
。
中
で
は
教
育
支
援

部
担
当
の
角
田

つ

の

だ

憲
司

け

ん

じ

さ
ん
が
打
ち
合
わ
せ
の
最
中
で
し
た
。
こ
こ

で
は
月
・
火
・
水
の
午
後
６
時
か
ら
「
ふ
ち
の
べ
学
習
教
室
」
が
開

か
れ
て
い
ま
す
。
外
国
に
つ
な
が
る
子
ど
も
達
が
来
室
し
、
ボ
ラ
ン

テ
ィ
ア
の
方
た
ち
が
そ
れ
ぞ
れ
に
応
じ
た
学
習
支
援
を
し
て
い
る

の
で
す
。
角
田
さ
ん
は
入
室
を
希
望
す
る
子
ど
も
た
ち
を
受
け
入

れ
、
学
習
支
援
者
た
ち
と
マ
ッ
チ
ン
グ
を
し
、
教
室
全
体
の
運
営
に

当
た
っ
て
い
ら
っ
し
ゃ
い
ま
す
。 

＊
来
室
す
る
子
ど
も
た
ち
は
ど
の
よ
う
な
子
た
ち
な
の
で
し

ょ
う
か
？ 

 

中
国
、
韓
国
、
フ
ィ
リ
ピ
ン
、
バ
ン
グ
ラ
デ
ィ
シ
ュ
、
ネ
パ
ー
ル
、

ア
メ
リ
カ
、
メ
キ
シ
コ
な
ど
世
界
中
の
国
々
か
ら
、
本
人
や
親
が
日

本
へ
来
た
子
た
ち
で
す
。
日
本
で
生
ま
れ
る
な
ど
日
本
語
を
十
分

話
せ
る
子
も
い
ま
す
が
、
全
く
話
せ
な
い
、
読
め
な
い
、
書
け
な
い

子
も
多
く
い
ま
す
。
学
校
で

の
学
習
や
高
校
等
の
進
学
に

悩
み
や
支
障
が
あ
り
、
市
の

相
談
窓
口
や
学
校
の
先
生
な

ど
か
ら
紹
介
さ
れ
た
り
し
て

来
室
し
ま
す
。
小
学
生
、
中
学

生
、
１６
歳
以
上
合
わ
せ
て
毎

年
２０
～
３０
人
が
登
録
し
ま

す
。 

＊
ど
の
よ
う
な
学
習
を
し
て
い
る
の
で
す
か
？ 

 

ひ
ら
が
な
、
カ
タ
カ
ナ
の
読
み
書
き
か
ら
学
校
の
宿
題
、

高
校
受
験
対
策
の
た
め
数
学
や
英
語
に
力
を
入
れ
た
り
、
漢

字
練
習
を
し
た
り
と
学
習
す
る
こ
と
を
は
っ
き
り
さ
せ
、
一

人
ひ
と
り
に
応
じ
た
課
題
に
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。
週
３
回

来
る
子
も
い
れ
ば
、
週
１
回
の
子
も
い
ま
す
。
マ
ン
ツ
ー
マ

ン
に
近
い
形
で
学
習
支
援
者
が
担
当
で
き
る
よ
う
に
し
て
い

ま
す
。 

＊
学
習
支
援
の
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の
方
々
に
つ
い
て
教
え

て
く
だ
さ
い
。 

 

大
人
の
支
援
者
に
加
え
、 

大
学
生
、
高
校
生
の
ボ
ラ
ン 

テ
ィ
ア
が
学
習
支
援
に
当
た 

っ
て
い
ま
す
。
ま
た
、
近
隣 

の
会
社
の
方
も
支
援
に
入
っ 

て
い
ま
す
。
大
学
生
は
大
学 

の
ゼ
ミ
関
連
で
来
室
、
短
期 

で
も
た
く
さ
ん
の
応
援
が
得 

ら
れ
助
か
り
ま
す
。
学
習
支
援
は
大
人
と
学
生
で
組
み
、
途

切
れ
ず
子
ど
も
を
支
援
で
き
る
よ
う
な
体
制
を
取
っ
て
い
ま

す
。
学
生
に
は
「
仲
良
く
話
し
相
手
に
な
る
こ
と
も
大
事
」

と
伝
え
て
い
ま
す
。
徐
々
に
支
援
者
は
増
え
て
い
ま
す
が
ま

だ
ま
だ
少
な
い
と
感
じ
ま
す
。 

＊
＊ 

お
話
を
伺
っ
て
い
る
間
も
、
今
日
か
ら
入
室
と
い
う
ネ
パ

ー
ル
の
子
を
案
内
し
た
り
、
親
か
ら
の
入
室
の
相
談
の
電
話

が
入
っ
た
り
と
角
田
さ
ん
は
大
忙
し
で
す
。
学
習
中
の
教
室

の
様
子
を
見
せ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
が
子
ど
も
た
ち
は
そ
れ

ぞ
れ
支
援
の
方
た
ち
と
和
や
か
な
が
ら
も
集
中
し
て
課
題
に

取
り
組
ん
で
い
ま
し
た
。 

 

先
ほ
ど
来
た
ネ
パ
ー 

ル
の
子
も
も
う
す
っ
か 

り
な
じ
ん
で
机
に
向
か 

っ
て
い
ま
す
。 

「
教
室
の
き
ま
り
」
も 

決
め
ら
れ
て
掲
示
さ
れ
、 

落
ち
着
い
た
雰
囲
気
が
守
ら
れ
て
い
ま
す
。 

中
国
に
つ
な
が
り
が
あ
る
と
い
う
中
学
１
年
生
の
お
二

人
は
、
日
本
生
ま
れ
で
仲
良
し
。
い
ろ
い
ろ
な
支
援
の
先
生

に
会
う
こ
と
で
そ
れ
ぞ
れ
の
得
意
な
こ
と
が
学
べ
る
、
将
来

は
自
分
た
ち
も
子
ど
も
た
ち
に
教
え
る
よ
う
に
な
り
、
恩
返

し
を
し
た
い
と
笑
顔
で
口
々
に
語
っ
て
く
れ
ま
し
た
。 

ま
た
、
学
習
支
援
者
の
野
口

の

ぐ

ち

勝
通

ま
さ
ゆ
き

さ
ん
は
、
定
年
後
ボ
ラ

ン
テ
ィ
ア
に
。
高
校
に
受
か
っ
た
子
た
ち
が
お
礼
を
言
い
に

来
て
く
れ
る
の
が
嬉
し
く
、
今
年
も
支
援
を
頑
張
ろ
う
と
い

う
原
動
力
に
な
る
と
の
こ
と
で
し
た
。
高
校
受
験
も
合
格
し

て
終
わ
り
で
は
な
く
、
高
校
と
連
絡
を
取
り
合
っ
て
そ
の
後

の
進
路
な
ど
見
守
っ
て
お
ら
れ
る 

そ
う
で
す
。「
子
ど
も
の
数
だ
け 

人
生
が
あ
る
」
と
い
う
学
習
支
援 

者
の
間ま

瀬せ

民
子

た

み

こ

さ
ん
の
言
葉
は
大 

変
印
象
的
で
し
た
。 

市
内
に
は
外
国
人
の
方
も
多
く
、 

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
団
体
に
よ
る
子
ど 

も
の
た
め
の
学
習
教
室
や
日
本
語 

の
教
室
が
い
く
つ
も
あ
り
、
ど
こ 

も
熱
意
の
あ
る
方
の
活
動
で
成
り 

立
っ
て
い
ま
す
。 

少
し
で
も
関
心
の
あ
る
方
は
支 

援
者
と
し
て
活
動
し
て
み
て
は
い 

か
が
で
し
ょ
う
か
。（
杉
﨑
） 

 

角田さん（左）と間瀬さん 

＊ふちのべ学習教室 

さがみはら国際交流ラウンジ 教育支援部 

〒252-0233 相模原市中央区鹿沼台1-9-15 

          電話： 042-750-4150 

  角田憲司（問い合わせ080-8914-4960） 教室のきまり 



                 

 

    

ボラ協会員数 / 正会員 １１４名 ・ 賛助会員（個人）１名 （法人）１団体 （10 月16 日現在） 

ぼらんてぃあ通信 
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ボ ラ ン テ ィ ア さ ん 募 集 ！  

※ 連絡・問い合わせ先 

相模原ボランティア協会あじさい連絡所 ： 電話 ０４２（７５９）７９８２ 

相模原市社協 中央ボランティアセンター： 電話 ０４２（７８６）６１８１ 

FAX ０４２（７８６）６１８２ 

メール  svc@sagamiharashishakyo.or.jp

編
集
後
記 

先
日
、
面
白
い
体
験
を
し
た
。 

駅
か
ら
バ
ス
に
乗
っ
た
と
こ
ろ
、
直
進
し
な
け
れ
ば
い

け
な
い
交
差
点
で
、な
ぜ
か
バ
ス
は
左
折
し
て
し
ま
っ
た
。

乗
客
が
気
づ
き
「
あ
れ
？
道
が
違
う
」
と
い
う
声
が
。「
あ
、

間
違
え
た
！
」
と
大
慌
て
の
運
転
手
さ
ん
。 

急
い
で
会
社
に
連
絡
し
、
そ
の
後
ち
ょ
っ
と
道
を
大
回

り
し
て
無
事
に
元
の
コ
ー
ス
に
。
乗
客
も
少
な
か
っ
た
し

短
い
コ
ー
ス
だ
っ
た
た
め
か
、
車
内
に
は
『
運
転
者
さ
ん
、

い
つ
も
ご
苦
労
様
』
と
い
う
雰
囲
気
が
！ 

あ
、
運
賃
は
無
料
で
し
た
。（
恒
）

2024. 10. 22 

① フードバンク活動のお手伝い ～「もったいない」を「ありがとう」へ～  

依頼者： NPO 法人フードコミュニティ（中央区田名 等） 

内  容： 子育て家庭向け食材配布イベントのサポート 

日  時： 毎月第４日曜日 午前９時～午後５時 

その他： 駐車場あり・交通費支給あり 

② 主に知的・精神に障がいのある方の日課活動のお手伝い 

依頼者： 障がい者支援施設（中央区星が丘） 

内 容： 利用者の軽作業のフォロー、外出付添い、体操・工作・ゲームのお相手 等 

日 時： 月～金曜日 午後１時～４時のうち、都合の良い曜日・時間（週または隔週１回程度） 

持ち物： マスク・派手でない動きやすい服装（ジーンズ・腕時計・アクセサリーは不可） 

その他： 駐車場なし、駐輪場あり 

ご寄付をありがとうございました。 

皆様のご寄付は当協会の運営に有効かつ

大切に使わせていただきます。 

＜9 月の寄付者＞ 

３名の方からご寄付をいただきました。 

＜9 月の寄付金＞ 

総額 14,000 円でした。  

寄
付
者
に
は
税
制
面
で
の
優
遇
措
置
が
!! 

寄
付
金
控
除
制
度
の
活
用
を 

 

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
協
会
で
は
、
来
年
度
も
、
さ
ま
ざ
ま
な

事
業
を
展
開
し
て
い
く
つ
も
り
で
す
が
、
そ
の
た
め
に
は

資
金
が
必
要
で
す
。 

12
月
ま
で
に
寄
付
を
し
て
く
だ
さ
る
と
今
年
分
の
確

定
申
告
に
間
に
合
い
ま
す
。 

詳
細
は
、
当
協
会
に
お
問
合
せ
く
だ
さ
い
。 

*

認
定
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人 

  

相
模
原
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
協
会 

電
話 

０
４
２
・
７
５
９
・
７
９
８
２ 

会
員
の
皆
様
に
は
、
ゆ
う
ち
ょ
銀
行
の
払
込
取
扱
票
（
手

数
料
協
会
負
担 

※
但
し
、
現
金
で
お
払
込
み
の
場
合
は

別
途
手
数
料
百
十
円
が
か
か
り
ま
す
）
を
同
封
し
ま
し
た

の
で
、
ご
利
用
下
さ
い
。 

よ
ろ
し
く
お
願
い
い
た
し
ま
す
。 

山口尚美画 

《
今
月
の
イ
ラ
ス
ト 

 
…

心
を
落
ち
着
か
せ
る
ひ
と
と
き
》 
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